
外部評価報告書 

｢ＣＢＲＮ脅威評価システム技術の研究｣ 

１  外部評価委員会の概要 

（１） 日程・場所： 平成２６年６月２３日 

防衛省 技術研究本部 本部長会議室 

（２） 評価委員（職名は委員会開催時点。敬称略、五十音順） 

（委員長） 四ノ宮 成祥 
永井 晴康 
 
中西 幹郎 
毛利 英明 
 

（防衛医科大学校 分子生体制御学講座 教授） 

（独立行政法人 日本原子力研究開発機構  

原子力基礎工学研究センター） 

（防衛大学校 応用科学群 地球海洋学科 准教授） 

（気象研究所 環境・応用気象研究部 第５研究室 室長） 

 

 

 

説明者：技術研究本部 先進技術推進センター  

研究管理官（ＣＢＲＮ対処技術担当）付 

ＣＢＲＮ対処システム技術推進室  室長 伊奈 伸一郎 

２  評価対象項目 

ＣＢＲＮ脅威評価システム技術の研究 

［中間評価（基本設計終了時点）］ 

（計画担当：技術研究本部 先進技術推進センター  

研究管理官（ＣＢＲＮ対処技術担当）付 

ＣＢＲＮ対処システム技術推進室） 
 

３  評価対象事項 

ＣＢＲＮ脅威評価関連技術 
 

４  事業の概要 

（１） 研究の目的 

化学、生物、放射線及び核(ＣＢＲＮ)汚染の脅威に対処するため、各種検知器材等

から得られたデータを元に、ＣＢＲＮ有害物質の大気拡散を予測・評価し、汚染発生エ

リアを推定可能なシステムを構築するために必要な技術資料を得る。 

 

（２） 研究開発線表 

年度 ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 

全 

体 

計 

画 

   

 

 

    研究試作（その１） 

所内試験 

研究試作（その２） 



 

（３） 運用構想 

     別紙１参照 

（４） 研究試作品の概要 

別紙２参照 

 

（５） 基本設計の概要 

別紙３参照 

 

５ 外部評価委員会の結果 

（１） 議論・質疑が集まったところ 

・ 気流解析モデルの選定・評価について 

・ 各解析モデルの拡張性について 

・ 低速拡散風洞における風速、濃度の測定方法について 

・ 国内外の技術・運用動向の把握について 

・ 大気拡散対象の明確化とセンシングについて 

・ 大気拡散計算の精度及び時間の検討について 

（２） 頂いたコメント、提言等 

・ 各技術的課題解明への検討及び手法選定については評価できる。 

・ 流体モデルの評価手法については、引き続き検討が望まれる。 

・ 国内外の同様なシステムにおいて、気象解析モデル等の手法及び運用についての

動向を十分に把握する必要がある。 

・ 気流解析モデルの選定における風洞試験及び計算データについては、複数の条件

における結果を比較することが望ましい。 

・ 低速拡散風洞の検討については、適切なスケールや測定手法を選定する必要があ

る。 

（３） 外部評価委員会のまとめ 

気象・センサ情報を用いた補正計算技術、ＣＢＲＮ脅威発生エリアの推定技術及び

数値解析結果の妥当性評価技術に関する課題の解明に向けて、順調に進捗している

ことは評価できる。 

今後は、気流・拡散モデルの詳細化、汚染エリア及び発生源の推定における大気拡

散計算実施のための試作品に関する細部設計等を行い、ＣＢＲＮ脅威評価システムの

実現へ向けて研究を進めていくことが望まれる。 



運用構想
別紙１
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研究試作品の概要
別紙２

携行型制御部

（その１）

試験評価部

風洞試験により、
気流／濃度を計測

並列模擬演算部

都市を考慮した
気象・気流・拡散解析を実施

部隊向けに
• ＣＢＲＮ脅威解析／見積
情報の提供

• ＣＢＲＮ脅威情報を作成

制御管理部

システム全体の
制御／計算結果
を表示

センサ連接
インターフェース装置

センサ
模擬装置

支援装置

センサ摸擬情報・気象情報をオン・オフライン
で収集

端末装置

システム設計 システム設計(2)

（その２）

センサ情報統合部

制御管理部(2)

並列模擬演算部(2)

気象データ



基本設計の概要
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別紙３

気象・センサ情報を用いた補正計算技術


